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20世紀前半(1901-40年)の「芸術の都・パリ」は、

多くの外国人にフランス人を交えた芸術家たちが、

パリに集まり「カクテル(混合酒)」状態で芸術活動

を行いました。 

展示概要はパリの名所旧跡、歴史的背景、絵画・

彫刻の芸術作品とし、展示品は誰もが見て楽しめる

よう、マキシマムカードなど大型郵趣品を用いてい

ます。 


